
患
者
会
と
し
て
も
、
活
動
の

悲
願
で
も
あ
っ
たG

M
-
C
S
F

吸

入
療
法
薬
「
サ
ル
グ
マ
リ
ン
」

が
、
令
和
六
年
七
月
二
十
九
日

に
ノ
ー
ベ
ル
フ
ァ
ー
マ(

株)

か

ら
発
売
さ
れ
た
、
自
己
免
疫
性

肺
胞
蛋
白
症
（A

P
A
P

）
の
治

療
薬
で
す
。
世
界
初
の
肺
胞
蛋

白
症
に
対
す
る
薬
物
療
法
で
、

吸
入
製
剤
と
し
て
も
世
界
初
の

承
認
と
な
っ
た
。

サ
ル
グ
マ
リ
ン
の
主
成
分
は

サ
ル
グ
ラ
モ
ス
チ
ム
（
遺
伝
子

組
換
え
）
で
、
凍
結
乾
燥
製
剤

（
吸
入
剤
）
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
動
き
は
、
令
和

六
年
三
月
二
十
六
日
に
自
己
免

疫
性
肺
胞
蛋
白
症
に
対
す
るG

M

-
C
S
F

吸
入
療
法
薬
が
薬
事
承

認
さ
れ
、
今
回
、
発
売
を
記
念

し
て
八
月
二
日
に
、
お
茶
の
水

会
館
に
てG

M
-
C
S
F

吸
入
療
法

説
明
会
と
御
茶
ノ
水
ソ
ラ
シ
テ
ィ

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に

て
、
サ
ル
グ
マ
リ
ン
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。
ま
た
翌
週
の
八

月
七
日
に
は
サ
ル
グ
マ
リ
ン
の

メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
が
ノ
ー
ベ

ル
フ
ァ
ー
マ
本
社
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
現
地
お
よ

びW
E
B

で
参
加
が
あ
っ
た
。
登

壇
に
た
っ
た
の
は
、
「
新
た
な

顆
粒
球
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
コ
ロ

ニ
ー
刺
激
因
子
（G

M
-
C
S
F

）

吸
入
療
法
の
画
期
性
に
つ
い
て
」

中
田
光
特
任
教
授
（
新
潟
大
学

医
歯
学
総
合
病
院
高
度
医
療
開

発
セ
ン
タ
ー
先
進
医
療
開
拓
部

門
）
・
「
サ
ル
グ
マ
リ
ン
の
効

果
に
つ
い
て
」
石
井
晴
之
教
授

（
杏
林
大
学
呼
吸
器
内
科
学
）
・

「G
M
-
C
S
F

製
剤
吸
入
療
法
の

経
験
談
、
未
来
に
向
け
て
の
お

願
い
」
小
林
剛
志
（
日
本
肺
胞

蛋
白
症
患
者
会
代
表
）
で
あ
る
。

ま
た
、
患
者
会
自
体
も
、
こ
れ

ま
で
新
潟
日
報
・
医
薬
経
済
・

読
売
新
聞
大
阪
支
社
・
共
同
通

信
か
ら
取
材
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
状
況
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

等
患
者
会
の
メ
デ
ィ
ア
に
ア
ッ

プ
し
て
い
る
の
で
、
是
非
参
照

し
て
い
た
き
た
い
。
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内

GM-CSF吸入療法説明会・サルグマリン講演会
8月2日に開催（写真：お茶の水会館）

日本肺胞蛋白症患者会 第16回勉強会（2024年度総会） 会場およびZoom

で実施予定

日時 2024年12月7日（土）総会13時〜14時頃 勉強会 14時頃～17時（予定）

参加者 患者様、ご家族、ご友人、医療関係者

参加費 無料

会場 御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター2F「TerraceRoom」
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平
成
二
十
三
年

七

月

十
八

日
、
東
日
本
大
震
災

の
影
響
が
あ
る
中
、
患
者
会

が
発
足
し
ま
し
た
。
患
者
会

は
他
の
患
者
会
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
活

動
当
初
は
、
ど
の
よ
う
に
目

的
を
達
成
す
れ
ば
い
い
の
か

分
か
ら
ず
、
た
だ
た
だ
烏
合

の
衆
で
し
た
。

患
者
会
は
、
こ
れ
ま
で
の

十
三
年
間

の
活
動
の
中
で
、

い
く
つ
か
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
を
迎
え
て
き
ま
し
た
。

「
患
者
会
の
設
立
（
研
究
班

の
支
援
）
」
「
難
病
指
定
の

拡
大
」
「
国
会
議
員
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
」
「N

e
w

E
n
g
l
a
n

d
J
o
u
r
n
a
l

o
f

M
ed

i
c
i
n
e

掲
載
（2

0
1
9

年
）
」
な
ど

が
、
そ
の
代
表
的
な
例
で
す
。

設
立
に
大
き
く
支
援
を
い

た
だ
い
た
の
は
、
近
畿
中
央

胸
部
疾
患
セ
ン
タ
ー
（
当
時
）

の
井
上
義
一
先
生
で
す
。
井

上
先
生
は
、
研
究
者
代
表
と

し
て
「
肺
胞
蛋
白
症
の
難
治

化
要
因
の
解
明
、
診
断
、
治

療
、
管
理
の
標
準
化
と
指
針

の
確
立
研
究
班
」
を
率
い
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
の
手

配
か
ら
、
勉
強
会
の
講
師
派

遣
、
患
者
へ
の
呼
び
か
け
ま

で
、
様
々
な
面
で
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
に
深
く
関
わ
り
、

患
者
会
設
立
の
礎
を
築
か
れ

た
井
上
先
生
に
は
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七

年
に
は
、

肺
胞
蛋
白
症
が
指
定
難
病
に

な
り
ま
し
た
。
難
病
は
、
患

者
数
が
少
な
く
、
製
薬
会
社

が
積
極
的
に
取
り
組
み
に
く

い
疾
患
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
指
定
難
病
と
な
り
各
種

保
険
適
用
と
な
り
や
す
い
体

制
と
な
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
第
二
次
安
倍
内
閣
発
足

と
と
も
に
、
難
病
の
医
療
費

助
成
対
象
疾
患
を

五
十
六

疾
患
か
ら

三
百

疾
患
以
上

に
拡
大
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
厚
生
労
働
省
に
働
き
か
け

ま
し
た
。
当
時
、
中
田
教
授

の
旧
知
の
仲
で
あ
る
染
谷
渋

谷
区
議
会
議
員
か
ら
紹
介
を

い
た
だ
き
、
国
会
議
員
で
あ
っ

た
松
本
文
明
議
員
に
は
、
こ

の
活
動
に
尽
力
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
井
上
先
生
率
い

る
研
究
班
が
長
年
積
み
重
ね

て
き
た
肺
胞
蛋
白
症
に
関
す

る
研
究
成
果
が
、
こ
の
拡
大

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
患
者
会
と
し
て

も
署
名
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。令

和
元
年
に
は
、
東
京
医

科
歯
科
大
学
田
澤
立
之
教
授

（
当
時
新
潟
大
学
）
が
、
自

己
免
疫
性
肺
胞
蛋
白
症
に
対

す
る
酵
母
由
来
組
換
えG

M
-
C
S

F

（L
e
u
k
i
n
e
)

の
医
師
主
導
治

験
の
結
果
の
論
文
を

N
e
w

E

n
g
l
a
n
d

J
o
u
r
n
a
l

o
f

M
e
d
i

c
i
n
e

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
論
文
掲
載
に
よ
り
、
ノ
ー

ベ
ル
フ
ァ
ー
マ(

株)

が
製
剤

の
輸
入
元
と
な
る
道
が
開
か

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
承
認
や

後
の
診
断
機
器
に
関
し
て
、

縦
割
り
だ
っ
た
厚
生
労
働
省

に
対
し
て
、
必
要
な
部
署
に

交
通
整
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ

た
「
自
見
は
な
こ
議
員
」

（
前
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
）

の
お
力
添
え
が
あ
っ
た
こ
と

で
、
承
認
期
間
も

九
か
月

以
内
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
て
、G

M
-
C
S
F

吸
入
療
法

薬
は
国
民
皆
保
険
制
度
が
適

用
さ
れ
、
皆
様
に
お
届
け
で

き
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
段
階
で
処
方
で

き
る
施
設
が
全
国
で
十
二

施
設
し
か
な
い
こ
と
、
冷
凍

製
剤
で
あ
る
た
め
薬
の
管
理

や
運
搬
が
煩
雑
で
あ
る
こ
と
、

軽
症
の
事
例
で
は
適
応
で
き

な
い
こ
と
な
ど
、
課
題
も
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
患
者

会
と
し
て
も
、
引
き
続
き
活

動
を
続
け
、
患
者
さ
ん
の
た

め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
の
活
動
方
針
は
、
患

者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
充

実
さ
せ
て
ゆ
く
活
動
を
行
う

こ
と
も
当
然
で
す
が
、
災
害

が
多
い
日
本
で
ど
う
対
応
す

る
か
を
勉
強
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
若
年
層

の
肺
胞
蛋
白
症
に
も
引
き
続

き
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
活
動

し
て
ゆ
き
ま
す
。
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患
者
会
こ
れ
ま
で
の
歩
み

十
三
年
の
歩
み
と
次
の
ス
テ
ー
ジ

編
集
後
記

子
供
が
成
人
し
、
昨
年

ワ
ン
・
ニ
ャ
ン
が
家
族
の

仲
間
に
な
っ
た
事
を
ご
報

告
し
ま
し
た
が
、
新
た
に

に
大
き
な
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
遠

く
離
れ
た
実
家
、
親
の
介

護
で
す
。
以
前
か
ら
セ
ミ

ナ
ー
等
に
参
加
し
て
心
づ

も
り
は
で
き
て
い
た
と
お

も
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
開
け
の
実
家
は
壮

絶
な
ゴ
ミ
屋
敷
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
原
因
糖
尿
病

に
起
因
す
る
は
母
の
痴
呆

症
発
症
で
す
父
は
存
命
で

す
が
・
・
。
現
在
格
闘
中

で
す
・
・
・
・
・
・
小
林


